
（�）　平成 25年 3月 第 108号

http://rinya.maff.go.jp/chubu/

～薪王国信州の確立～  「薪談義」　を開催

多様な木材利用の創造

～薪王国信州の確立～  「薪談義」　を開催
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［
企
画
調
整
室
・
販
売
課
］
二
月
十
七
日
、
長

野
県
塩
尻
市
に
お
い
て
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
多

様
な
木
材
利
用
の
創
造
〜
森
林
県
か
ら
林
業
県

へ
！
〜
」（
主
催
：
長
野
県
、
森
林
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会　

共
催
：
長
野
林
政
協
議
会
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

約
二
六
〇
人
が
参
加
し
、
県
産
材
の
需
要
拡

大
等
に
向
け
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
は
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
し
て
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
が

木
中
部

森
林
管
理
局
長
、「
信
州
Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
征
矢
野
建
材
株
式

会
社
の
櫻
井
秀
彌
氏
、
作
家
の
浜
田
久
美
子
氏

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
部
知
事
は
「
信
州
Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
新
し
い
森
林
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と

し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」、
櫻
井
氏

は
「
広
葉
樹
を
有
効
利
用
し
世
界
的
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
打
っ
て
出
た
い
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
思
い
を
語
り
、

木
局
長
か
ら
は
「
木
材

の
需
要
拡
大
の
た
め
に
は
住
宅
以
外
の
分
野
を

い
か
に
広
げ
て
い
く
か
が
重
要
。
酒
樽
や
風
呂

桶
に
木
を
復
活
さ
せ
る
運
動
を
し
て
は
ど
う

か
」
と
い
っ
た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
併
催
行
事
と
し

て
行
わ
れ
た
「
薪
談
義
〜
薪
王
国
信
州
の
確
立

〜
」（
主
催
：
長
野
林
政
協
議
会
）
に
は
薪
問

屋
、
薪
ス
ト
ー
ブ
業
者
、
素
材
生
産
業
者
等
約

六
〇
人
が
参
加
し
、
身
近
な
暖
房
で
あ
る
薪
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
に
先
立
ち
、
週
間
チ
ャ
コ
ー
ル
タ

イ
ム
ス
の
杉
山
博
雅
氏
か
ら
薪
の
規
格
と
最
近

の
市
場
情
勢
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
需
要
は
も
っ
と
あ
る
は

ず
だ
が
、
流
通
が
見
え
ず
直
接
販
売
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
」、「
燃
料
業
界
と
薪
生
産
者
の
接

点
が
な
い
」
な
ど
、
需
要
側
と
供
給
側
の
結
び

つ
き
を
ど
う
図
っ
て
い
く
か
、
薪
の
規
格
の
統

一
化
な
ど
、
市
場
の
要
求
に
あ
わ
せ
た
供
給
体

制
の
整
備
が
課
題
で
あ
る
こ
と
等
が
意
見
と
し

て
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
で
は
今

後
、
長
野
県
な
ど
と
連
携
し
て
薪
供
給
・
需

要
・
流
通
者
間
の
連
携
等
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

 

［
総
務
課
広
報
］
二
月
二
十
二
日
、
中
部
森
林

管
理
局
局
長
室
に
お
い
て
、「
カ
ラ
マ
ツ
黄
葉

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
の
表
彰
式
に
は
、
最
優
秀
賞
受
賞
者

を
含
む
三
名
の
入
賞
者
と
主
催
者
、
協
賛
・
後

援
者
等
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
冒
頭
、
主
催
者

で
あ
る

木
局
長
か
ら
、
開
催
趣
旨
や
入
賞
作

品
の
活
用
策
な
ど
を
交
え
た
あ
い
さ
つ
を
、
続

い
て
審
査
結
果
を
発
表
し
た
後
、
入
賞
者
に
対

し
、
各
賞
の
代
表
者
か
ら
表
彰
状
（
ヒ
ノ
キ
製

の
楯
）
を
授
与
し
ま
し
た
。
副
賞
と
し
て
、
協

賛
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
最
優
秀
賞
に
は
漆
塗

り
の
サ
ワ
ラ
材
寿
司
桶
、
優
秀
賞
に
は
ヒ
ノ
キ

製
湯
桶
セ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
入
賞
者
か
ら
「
太
陽

の
光
線
が
カ
ラ
マ
ツ
に
当
た
っ
た
一
瞬
の
チ
ャ

ン
ス
を
捉
え
た
」「
写
真
を
撮
り
に
何
日
も
山

へ
通
っ
た
」
な
ど
、
撮
影
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

森林フォーラムで木材需要拡大に関し提案をする
木局長（左は阿部長野県知事）

薪談義での意見交換の様子

最優秀賞の副賞を贈る
（左は受賞者の井上さん、右は 木局長）撮影に関するエピソードなどを披露

森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　

薪
談
義
の
開
催

多
様
な
木
材
利
用
の
創
造

カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
を
開
催
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こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
治
山
工
事
及
び
林
道

工
事
の
適
正
化
並
び
に
施
工
技
術
の
向
上
、
意

欲
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
設
計
技
術
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
治
山
部
門
は
昭
和

四
十
二
年
度
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工
し

た
、
治
山
工
事
百
二
十
三
件
、
林
道
等
工
事

四
十
八
件
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安
全

管
理
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で

十
五
件
、
林
道
部
門
で
五
件
を
優
良
工
事
と
し

て
選
出
し
、
こ
の
中
か
ら
、
優
秀
工
事
と
し
て

治
山
部
門
二
件
・
林
道
部
門
一
件
を
林
野
庁
表

彰
に
推
薦
し
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
た
、
治
山

部
門
の
十
一
件
、
林
道
部
門
の
五
件
と
、
林
野

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
工
事
の
現
場
代
理
人
、

主
任
技
術
者
並
び
に
監
督
職
員
が
中
部
森
林
管

理
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

六
日
の
表
彰
式
は
、
中
部
局
管
内
の
長
野
県

内
で
施
工
し
た
治
山
及
び
林
道
工
事
の
受
賞
者

に
対
し
行
わ
れ
、
松
本
森
林
整
備
部
長
が
審
査

報
告
を
し
た
後
、

木
局
長
よ
り
表
彰
状
の
授

与
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開

催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
紙
に
も
取
り

上
げ
て
も
ら
い
、
開
催
趣
旨
で
あ
る
「
信
州

カ
ラ
マ
ツ
を
観
光
資
源
と
し
て
も
評
価
し
て

も
ら
う
」
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

［
森
林
整
備
課
・
治
山
課
］
三
月
六
日
、
中
部

森
林
管
理
局
に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
内
で
工

事
を
施
工
し
た
受
賞
者
に
対
す
る
表
彰
状
伝
達

式
は
、
十
二
日
に
名
古
屋
市
内
で
行
わ
れ
、
田

中
次
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
）
か
ら
表
彰
状
を

授
与
（
伝
達
）
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
の
授
与
式
は
、
局
長

表
彰
に
先
立
ち
、
二
月
二
十
一
日
東
京
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
林
野
庁
長
官
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
三
六
組�

（
飯
田
市
）

　

平
成
23
年
度
ザ
沢
向
復
旧
治
山
工
事

�

〈
伊
那
谷
総
合
〉

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
協
業
組
合
Ｈ
・
Ｃ
建
設�

（
飛
騨
市
）

　

舟
原
山（
栃
洞
谷
支
渓
）復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

入賞者と主催者・後援者等

審査報告を行う
松本森林整備部長

表彰状の授与

受賞者の皆さんと（名古屋事務所）

受賞者の皆さんと（局）

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　　　　　　　　　

表
彰
式
を
開
催

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　　　　　　　　　

表
彰
式
を
開
催

平
成
二
十
四
年
度
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〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
橋
本
建
設
株
式
会
社�

（
高
山
市
）

　

山
中
山（
２
）作
業
道
新
設
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
北
野
建
設
株
式
会
社�

（
長
野
市
）

　

湯
ノ
入
川
２
復
旧
治
山
工
事�

〈
北
信
署
〉

◇
株
式
会
社
傳
刀
組�

（
大
町
市
）

　

唐
松
沢
復
旧
治
山
工
事�
〈
中
信
署
〉

◇
金
森
建
設
株
式
会
社�
（
大
町
市
）

　

大
渚
地
す
べ
り
防
止
工
事�

〈
中
信
署
〉

◇
宮
下
建
設
株
式
会
社�

（
伊
那
市
）

　

歌
宿
沢
復
旧
治
山
工
事�

〈
南
信
署
〉

◇
伊
藤
建
設
株
式
会
社�

（
魚
津
市
）

　

阿
部
木
谷
２
復
旧
治
山
工
事�

〈
富
山
署
〉

◇
株
式
会
社
洞
口�

（
飛
騨
市
）

　

黒
内（
ふ
く
ろ
洞
支
渓
）復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
柳
組�

（
飛
騨
市
）

　

大
谷（
モ
ト
メ
谷
支
渓
Ａ
）復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
日
下
部
建
設
株
式
会
社�

（
下
呂
市
）

　

馬
瀬（
北
俣
谷
）復
旧
治
山
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

◇
西
濃
建
設
株
式
会
社�

（
揖
斐
川
町
）

　

樫
原
谷（
東
谷
）復
旧
治
山
工
事�

〈
岐
阜
署
〉

◇
株
式
会
社
阿
佐
木
建
設�

（
中
津
川
市
）

　

中
津
川（
落
合
２
）復
旧
治
山
工
事

�

〈
東
濃
署
〉

◇
株
式
会
社
加
地
工
務
店�

（
中
津
川
市
）

　

西
股（
ガ
ケ
ガ
沢
）復
旧
治
山
工
事

�

〈
東
濃
署
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
川
瀬
建
設
株
式
会
社�

（
松
本
市
）

　

黒
川
支
線
作
業
道
新
設
工
事（
２
）�〈
中
信
署
〉

◇
株
式
会
社
新
宅
組�

（
木
曽
町
）

　

フ
カ
沢
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
木
曽
署
〉

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社�

（
南
木
曽
町
）

　

中
ノ
沢
林
業
専
用
道
新
設
工
事

�

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
岩
佐
土
木
株
式
会
社�

（
下
呂
市
）

　

�

落
合
60
林
班（
濁
河
）そ
の
２
作
業
道
新
設
工

事�

〈
岐
阜
署
〉

〔
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
及
び
監
督
職
員

部
門
〕

◇
平
成
23
年
度
ザ
沢
向
復
旧
治
山
工
事

　

株
式
会
社
三
六
組

�
現
場
代
理
人　

新
井　

英
博

�
主
任
技
術
者　

片
桐　

茂
昭

　

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
�

監
督
職
員　
　

帆
足　
　

郁

◇
舟
原
山（
栃
洞
谷
支
渓
）復
旧
治
山
工
事

　

協
業
組
合
Ｈ
・
Ｃ
建
設

�

主
任
技
術
者　

中
矢　

邦
裕

　

飛
騨
森
林
管
理
署

�

監
督
職
員　
　

井
上　

智
之

◇
山
中
山（
２
）作
業
道
新
設
工
事

　

橋
本
建
設
株
式
会
社

�

主
任
技
術
者　

田
之
尻　

和
郎

　

飛
騨
森
林
管
理
署

�

監
督
職
員　
　

貴
田　

雅
規

 

［
愛
知
所
］
平
成
二
十
五
年
三
月
七
日
、
中
部

森
林
管
理
局
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
の
会
議
室

に
お
い
て
「
東
三
河
流
域
新
城
地
区
森
林
整
備

推
進
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
、
木

材
の
安
定
供
給
等
の
推
進
に
加
え
、
国
・
県
・

市
が
協
調
し
た
研
修
の
共
同
開
催
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
に
、
当
所
と
新
城
市
、
愛
知

県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
、
愛
知
県
県
有

林
事
務
所
、
愛
知
県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
五
者
間
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
後
、
穂
積
市
長
は
「
新
城
地
域
は
奥
三

河
に
総
称
さ
れ
古
く
か
ら
林
業
地
帯
と
し
て
名

を
は
せ
て
い
た
が
、
近
年
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
お
り
、
今
回
、
国
有
林
と
民
有
林
が
幅
広
い

協
定
・
共
同
施
業
を
見
据
え
た
協
定
が
結
ば

れ
、
連
携
し
流
域
の
森
林
を
共
同
資
源
と
し
て

守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。
新

城
市
と
し
て
も
協
定
の
精
神
・
内
容
を
重
視

し
、
皆
さ
ん
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
後
、
設
定
す
る
予
定
の
森
林
施
業

団
地
は
、
民
有
林
四
七
九
㌶
、
国
有
林
一
九
四

㌶
で
総
面
積
六
七
三
㌶
で
す
。

　

森
林
整
備
計
画
で
は
、
協
定
期
間
の
五
年
間

で
民
有
林
と
国
有
林
併
せ
て
約
三
八
㌶
の
森
林

整
備
と
国
有
林
で
は
七
九
五
立
方
㍍
の
間
伐
材

の
搬
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
り
森

林
整
備
団
地
実
施
計
画
の
作
成
等
を
行
う
予
定

で
す
。

 ［
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
田
口
森
林
事
務
所
］

�

藤
村　

桂　

森
林
官

　

田
口
森
林
事
務
所
は
、
愛
知
県
東
部
の
東
三

河
に
位
置
し
、
北
設
楽
郡
設
楽
町
に
所
在
す
る

段
戸
国
有
林
、
桧
原
国
有
林
、
一
の
又
国
有
林

の
約
二
、八
〇
〇
㌶
と
、
官
行
造
林
地
約
七
二

㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
清
崎
貯
木
土
場
の
管
理
も
し
て
お

シ
リ
ー
ズ

東
三
河
流
域
新
城
地
区

森
林
整
備
推
進
協
定
が
締
結
さ
れ
る

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

協定を締結した５者（左から２人目が岩井愛知所長）
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り
、
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
管
内
の
各
国
有
林

か
ら
搬
出
さ
れ
た
材
の
受
け
入
れ
、
素
材
公
売

等
で
販
売
し
た
物
件
の
引
き
渡
し
、
請
負
で
実

行
す
る
素
材
検
知
・
巻
立
の
監
督
業
務
も
行
っ

て
い
ま
す
。　

　

愛
知
県
東
三
河
流
域
は
「
三
河
材
」
の
主
要

な
産
地
と
し
て
古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
事
務
所
管
内
国
有
林
は
、
ヒ

ノ
キ
を
中
心
と
し
た
人
工
林
と
な
っ
て
お
り
、

冬
場
の
積
雪
は
平
均
四
〇
㌢
㍍
程
度
と
比
較
的

少
な
い
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
造
林
・
生

産
事
業
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
し
て
い
る
国
有
林
の
中
で
も
主
体
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
豊
川
と
矢
作
川
の
水
源
地

と
な
る
段
戸
国
有
林
で
す
。
水
源
涵
養
等
の
保

安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
の

保
水
能
力
を
高
め
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
複
層
林
施
業
を
進
め
つ
つ
、
林
産
物

の
計
画
的
・
安
定
供
給
に
向
け
た
適
切
な
保
全

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
段
戸
国
有
林
駒
ケ
原
地
域
に
は
九
〇

年
生
以
上
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
が
あ
り
、
生
産
請

負
に
よ
る
高
齢
級
間
伐
も
計
画
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
本
年
度
よ
り

一
〇
〇
年
生
を
越
え
る
高
品
質
な
ヒ
ノ
キ
優
良

材
に
つ
い
て
は
『
段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
』
と
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
清
崎
貯
木
土
場
に
お
け
る
公
売
や
委
託

市
場
で
よ
り
付
加
価
値
が
高
ま
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
場
班
は
、
基
幹
作
業
職
員
一
名
と
臨
時
作

業
員
一
名
の
二
名
体
制
で
、
歩
道
修
理
・
林
道

の
維
持
修
繕
・
収
穫
調
査
・
境
界
巡
検
等
と
多

岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
作
業
地
の
中
に
は
、
サ
サ
が
多
く
急

傾
斜
地
等
作
業
環
境
の
悪
い
箇
所
も
あ
り
、
ま

た
作
業
内
容
も
日
々
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
毎
朝

森
林
事
務
所
で
作
業
の
打
ち
合
わ
せ
と
、
当
日

の
行
動
予
定
を
確
認
し
、
安
全
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

田
口
森
林
事
務
所
で
の
勤
務
は
今
年
度
で
四

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
無
災
害
の
継
続

と
、
ま
た
、
各
事
業
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う

取
り
組
み
、
日
々
の
業
務
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
森
林
管
理
署
長
等
会
議

　

４
月
16
・
17
日　

長
野
市

◎�
地
域
林
政
調
整
官
及
び
森
林
技
術
指
導
官
会

議

　

４
月
18
・
19
日　

長
野
市

◎
林
道
設
計
説
明
会

　

４
月
24
・
25
日　

長
野
市

◎
生
産
・
販
売
業
務
打
合
せ
会
議

　

４
月
25
・
26
日　

長
野
市

　

調
理
や
暖
房
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
木
炭

は
、
萌
芽
力
が
旺
盛
な
ナ
ラ
や
カ
シ
な
ど
を
原

料
と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
森
林
の
健
全
な
育
成
や
地
域
経
済
の
安
定

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
電
気
や
ガ
ス
が
寸
断
さ
れ
て
も

木
炭
な
ら
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現

在
、
中
部
森
林
管
理
局
の
一
階
ホ
ー
ル
に
て
国

産
木
炭
（
黒
炭
）
や
蓋
を
す
る
こ
と
で
消
火
で

き
る
コ
ン
ロ
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

木
炭
及
び
木
炭
コ
ン
ロ
を
展
示
中

清崎貯木土場のヒノキ材

段戸国有林の高齢級間伐実施林分

田口森林事務所職員と
藤村森林官（左から２人目が森林官）
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富山森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

）
風景紀行
「」
9１

歩道と湿原

95

しろ うま だけ

 

［
富
山
署
］ 

富
山
県
富
山
市
の
黒
部
川
源
流
部

に
位
置
す
る
溶
岩
台
地
に
雲
ノ
平
が
あ
り
ま

す
。

　

雲
ノ
平
は
祖
父
岳
（
じ
い
だ
け
）
火
山
の
噴

火
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
黒
部
川
の
本
流
と
そ
の

支
流
岩
苔
小
谷
に
挟
ま
れ
た
標
高
二
、四
〇
〇

〜
二
、七
〇
〇
㍍
の
日
本
で
最

も
高
標
高
に
あ
る
溶
岩
台
地

で
、
面
積
は
約
二
五
㌶
で
す
。

　

池
塘
と
岩
が
点
在
す
る
高

山
植
物
の
宝
庫
で
、
日
本
庭

園
や
ス
イ
ス
庭
園
な
ど
と
名

付
け
ら
れ
た
群
落
地
が
庭
園

の
よ
う
に
拡
が
っ
て
お
り
、

こ
と
に
岩
と
地
面
に
張
り
つ

く
よ
う
に
び
っ
し
り
咲
い
た

キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
見
事

で
す
。

　

雲
ノ
平
は
北
ア
ル
プ
ス
の

最
奥
地
に
位
置
す
る
た
め
、

ど
の
登
山
道
か
ら
で
も
当
日

中
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
困

難
と
さ
れ
、
日
本
最
後
の
秘

境
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
雲
ノ
平
で
は
、
地
域
の

方
々
と
協
働
で
登
山
道
周
辺

の
植
生
復
元
を
行
っ
て
い
ま

す
。
復
元
の
実
行
に
あ
た
っ

て
は
、
山
小
屋
、
大
学
、
森

林
管
理
署
が
連
携
し
て
専
門
家
の
意
見
も
踏
ま

え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
ア
ク
セ
ス

　
（
所
在
地
）
富
山
県
富
山
市
黒
部
川
源
流
部

○
車
で
お
越
し
の
場
合（
富
山
県
側
か
ら
の
ル
ー
ト
）

　

北
陸
自
動
車
道
立
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
岩
峅
寺
、
有

峰
口
を
経
由
し
有
峰
林
道
（
有
料
）
か
ら
折
立

（
登
山
口
）。
折
立
か
ら
、
太
郎
平
、
薬
師
沢
を

経
て
雲
ノ
平
に
到
達
す
る
。
立
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
登

山
口
ま
で
車
で
約
一
時
間
三
〇
分
、
登
山
口
か

ら
雲
ノ
平
へ
は
一
日
半
を
要
す
る
。

【
周
辺
施
設
等
】　

　

有
峰
森
林
文
化
村
：
有
峰
ダ
ム
を
中
心
に
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
宿
泊
施
設
、
遊
歩
道
等
が
整
備

さ
れ
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

北
ア
ル
プ
ス
の
最
奥
地

キバナシャクナゲ 池塘

雲ノ平、黒部五郎岳、白山

黒部五郎岳 白山

雲ノ平

有峰湖

有峰文化村の施設


